
三方よしの精神を継承した行是をCSRの原点とし、真の「共存共栄」を実現

行是 「自分にきびしく　人には親切　社会につくす」

CSR憲章（経営理念）の実現に向けて 「地域社会」「地球環境」「役職員」との共存共栄

CSR経営の追求「私たち企業は何のためにあるのか」

社会福祉法人しがぎん福祉基金設立
1984

・滋賀県と「地域密着連携協定」締結
・「しがぎん成長戦略ファンド」設立
・「『滋賀健康創生』特区利子補給金制度融資」
  取扱開始
・「しが6次産業化ファンド」設立
・「CSR私募債『つながり』」取扱開始
・「『しがぎん』スポーツ応援定期 未来りーと」
  取扱開始

2014
・「滋賀どこでもATMネット」開始
 （県内6金融機関相互のATM利用手数料無料）
・ CSR医療機関債「はぐくみ」取扱開始

2016

本業支援サポートローン
「GAP認証者
サポートプラン」取扱開始

2017

・ ニュービジネスサポート資金
  （SDGｓプラン）取扱開始
・ ニュービジネス奨励金「SDGｓ賞」新設
・ SDGs私募債、SDGs医療機関債取扱開始

2018

「しがぎんふるさと投資ファンド」設立
2015

環境省より「エコ・ファースト企業」に再認定
2014

・ 「しがぎんSDGｓ宣言」を表明

・ 関西SDGsプラットフォームに参加

2017

・ 気候変動イニシアティブに参加
・ 地方創生SDGs官民連携プラットフォームに
　参加

2018

・清水書院発行の高等学校「現代倫理」の
 教科書に当行のCSR活動が掲載
・創立80周年記念事業
 「ビワマス遡上プロジェクト」実施

2014
・「イクボス宣言」実施

・「次世代育成支援対策推進法」に基づき
 「プラチナくるみん」に認定

2016

金融教育「中学生チャレンジウィーク」開始
2015

「カーボンニュートラル店舗」（栗東支店）
グランドオープン

2015

「お金の流れで地球環境を守る」 「地域社会の発展なくして当行の発展はない」

変わらぬ思い、ともに未来を創る

｢企業は､地域社会の
一員である｣との企
業市民の認識に立っ
て｢環境｣｢福祉｣｢文
化｣を三本柱に社会
貢献活動を展開。

「カーボンニュートラル
  ローン未来よし」
取扱開始

2007
「成長基盤強化応援ファンド」設立
2010

・営業統轄部に「地域振興室」を設置
・「BCPサポートローン（災害対策プラン）」取扱開始

2013

・「滋賀の魅力発信ファンド」設立
・「スピードローン ジャストサポーﾄ（災害復旧プラン）」
  取扱開始
・「BCPサポートローン（震災影響対策プラン）」
  取扱開始
・「経営者応援ローン『地産地融』」取扱開始

2011

・「環境方針」改定
・「生物多様性保全方針」制定

2010

・創立80周年記念事業
 「びわこ地球市民の森」で植樹

「21世紀金融行動原則」
に署名

2011

2012版「環境白書」に
“いきものがたり”が活動掲載

2012

ボランティア預金
「愛のみずうみ口座」取扱開始

1992

ニュービジネスネットワーク「野の花応援団」創設
2002

「エコプラス定期」取扱開始
2003

「事業者向けBCPサポートローン」取扱開始
2006

「エコスタイル」キャンペーン開始
2005

創立70周年記念事業
「びわこ地球市民の森」で植樹

2003

「CSR委員会」「CSR室」設置
2004

「ISO14001」認証取得
2000

｢UNEP金融機関声明｣署名
2001

・ 「エコ＆耐震住宅ローン」取扱開始
・ 「琵琶湖原則支援資金」取扱開始

2005

・ 「女性活躍推進委員会」スタート
・ 「エコプラス定期」による学校ビオトープ助成開始

2006

｢ニュービジネスの
種をまき、芽を育て、
花を咲かせる｣

｢経済的･社会的発展と環境保護との
調和｣による「持続的発展」の実現に
向け、金融業務を通じて貢献すること
を誓い、日本の市中銀行で初めて署
名しました。

未来を担う子どもたち
に自然の仕組みと命の
大切さを学んでもらう
きっかけをつくるお手
伝いをしたいとの思い
で助成を始めました。

琵琶時の恵みを未来に引き継ぐため、地域に根ざした
環境ボランティアを展開。植樹した苗木がすくすく
育つよう、除草や枝打ちなどの作業を「森づくり
サポート活動」として毎年実施しています。

「土壌汚染対策法」取組指針を策定
“土地をきれいなまま子供たちへ、そして未来へ残そう”

日本列島クリーン大作戦に参加
1985

｢小さな親切｣運動の
一環として､琵琶湖
岸での一斉清掃活動
を実施しています。

行内に｢リサイクルシス
テム｣を構築し、紙資源の
リサイクルと情報漏洩の
防止に努めています。

｢エコ・クリーン資金｣取扱開始
1998

・ ノベルティグッズをグリーン購入品へ
・ 全店の焼却施設を撤去

1998

・ 「クリーンバンクしがぎん」スタート
・ 「環境方針」制定

1999

水質調査船（みずすまし2世）建造費として
滋賀県に1億円寄付

1988

リサイクルシステム稼働
1994

「環境委員会」設置
1999

「ふれあい環境室」設置
2000

2003

・ 「エコビジネスマッチングフェア」開催
・ 「カーボンオフセット定期預金『未来の種』」
  取扱開始
・ 「事業者向け環境配慮型融資『未来の芽』」
  取扱開始

2008

・ 「琵琶湖原則支援資金
   （環境省利子補給活用プラン）」取扱開始
・ 「生物多様性格付」運用開始

2009

・ 環境に配慮した「エコメール」導入
・ 環境会計を導入

2007

・ 「CSR憲章（経営理念）」と
  「滋賀銀行の行動規範」制定
・ 営業統轄部にCS推進室を設置

2007

・ 「AED」を
   全店に設置

・ 「ワークライフバランス推進企業」に登録

2008

「ヨシ紙名刺」利用開始

しがぎん浜町研修センターが
「CASBEE」Sランクを取得

環境省より
「エコ・ファースト企業」
に認定

2008

ヨシ刈りボランティアで刈り
取りしたヨシを名刺に活用し
ています。

定期預金で滋賀県ゆかり
のアスリートを応援

最先端の省エネ設備を最大限に活用し、CO2排出量
を実質ゼロとする「カーボンニュートラル店舗」をオー
プン。CO2削減効果はもちろん、働く行員やご利用
いただくお客さまの環境意識向上を目指し店舗運営
を行っています。

2017年11月22日、
持続可能な社会の実
現に努めることを誓
い、｢しがぎんSDGs宣
言｣を表明しました。

職員が仕事と家庭を両立させ、イキイキと活躍できる
職場環境づくりを推進するため、多様化する時代に対
応した新しい上司「イクボス」の育成を目指し、「イクボ
ス宣言」を近畿の地方銀行で初めて実施しました。

2013

地域社会との
共存共栄
05-08P

※1 IPCC予測（2081～2100年）と（1986～2005年）平均に対する気温上昇予想　［出典］平成30年版 環境省ホームページ（http://www.env.go.jp/policy/hakusyo/）環境・循環型社会・生物多様性白書

戦略
本業を通じた
社会的課題の解決

1

「金融」の役割を通じて、地域が抱えるさまざまな課題解決を目指す取り組みを推進。地域・お客さ
まとのつながりを強化し、信頼と信用の構築に努め、ともに持続可能な地域づくりを目指します。

戦略的取り組み

地域の課題

4.8˚C
2.6~

※1

上
昇

環境金融の深化／社会的課題解決（少子高齢化･人口減少）／地域循環型社会の構築
地域資源発掘支援（観光･特産品･文化）／ネットワーク・連携強化（産学官・NPO）

地域活性化

地球環境との
共存共栄

09-10P

業務における環境課題の解決

「エコオフィスづくり」

役職員一人ひとりが、地球市民としての環境意識を持ち、営業活動における省エネ・省資源活動に
取り組む「エコオフィスづくり」を実践し、持続可能な環境づくりに努めます。

戦略的取り組み

地域の課題

温室効果ガス排出量削減／環境配慮型店舗･設備･省資源化／
ISO14001（業務の効率化・リスク低減）／環境ボランティア活動

地球温暖化 生物多様性

※1 滋賀県における2030年の人口減少率（2015年と比較）　※2 滋賀県における2030年の75歳以上人口　［出典］国立社会保障・人口問題研究所　ホームページ（http://www.ipss.go.jp/）

役職員との
共存共栄

11-14P

ポジティブ･アクション、ワーク・ライフ・バランス、高齢者雇用、障がい者雇用、「人財」育成等に積極
的に取り組み、CSR基盤の強化に努めます。

戦略的取り組み

地域の課題

コンプライアンス､BCP､サプライチェーン／
人財育成､女性活躍､ワーク･ライフ･バランス／環境ボランティア活動､地域との対話

人口減少社会 少子高齢化

本業を支える
CSR基盤の強化 2.9%

24万人

減
少

約 

※1

※2

戦略2

戦略3

持続可能性の追求

社会的課題解決こそ私たちの使命
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